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ナ
ク
バ
の
東
（
二
十
七
） 

 

第
一
部
「
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ラ
ン
核
施
設
を
空
爆
す
」（
二
十
四
） 

 

第
七
章 

ナ
タ
ン
ズ
爆
撃(
三)  

バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー(

一―

二)  

  

「
エ
リ
ー
ト
」
は
「
マ
フ
ィ
ア
」
の
放
っ
た
レ
ー
ザ
ー
誘
導
爆
弾
「
バ
ン
カ
ー
バ
ス

タ
ー
」
二
発
が
目
標
地
点
を
正
確
に
と
ら
え
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
二
回
の
爆

発
か
ら
は
土
煙
し
か
上
が
ら
な
か
っ
た
。
地
中
を
数
十
フ
ィ
ー
ト
、
強
化
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ら
数
フ
ィ
ー
ト
を
貫
通
す
る
と
言
わ
れ
る
「
バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー
」
も
地
下
施
設

ま
で
は
着
弾
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

「
エ
リ
ー
ト
」
は
直
ち
に
第
二
次
攻
撃
体
制
に
入
り
「
マ
フ
ィ
ア
」
と
同
じ
航
跡
を
た

ど
り
同
じ
高
度
と
距
離
か
ら
同
じ
よ
う
に
二
発
の
ミ
サ
イ
ル
を
続
け
て
発
射
し
た
。
発
射

と
同
時
に
機
首
を
立
て
直
し
急
上
昇
モ
ー
ド
に
入
っ
た
。「
エ
リ
ー
ト
」
は
急
上
昇
か
ら
左

旋
回
し
、
目
標
を
視
認
で
き
る
態
勢
を
と
っ
た
。
砂
塵
が
少
し
納
ま
り
地
上
に
噴
火
口
の

よ
う
な
穴
が
現
れ
、
中
心
か
ら
白
煙
が
上
が
っ
て
い
る
。
砂
煙
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
地

下
で
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
白
煙
で
あ
る
。 

 

三
番
機
の
「
ア
ブ
ダ
ラ
ー
」
か
ら
、
赤
外
線
レ
ー
ダ
ー
が
白
い
砂
埃
の
奥
に
熱
線
を
感

知
し
た
、
と
の
報
告
が
入
っ
た
。
後
は
止
め
を
刺
す
だ
け
で
あ
る
。
「
エ
リ
ー
ト
」
は
し
ん
が
り
の
「
ア
ブ
ダ
ラ
ー
」
に
攻
撃
を
命
じ
た
。

http://ocininitiative.maeda1.jp/027EastOfNakbaPart1Chapter9-1English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/027EastOfNakbaPart1Chapter9-1Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/EastOfNakbaJapanese.html
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ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
が
発
射
し
た
五
発
目
の
「
バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー
」
が
白
い
航
跡
を
引
い
て
噴
火
口
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。
次
の
瞬
間
そ

こ
か
ら
真
っ
赤
な
火
柱
が
飛
び
だ
し
た
。
噴
火
口
の
周
囲
数
カ
所
か
ら
次
々
と
人
間
が
飛
び
出
し
て
く
る
。
ま
る
で
巣
か
ら
這
い
出
る
蟻

を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
五
発
の
バ
ン
カ
ー
バ
ス
タ
ー
で
ナ
タ
ン
ズ
の
施
設
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
。 
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